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平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る 

 一
般
社
団
法
人
葉
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
去
る
五
月
三
十
一
日

午
前
十
時
よ
り
葉
山
町
保
険
セ
ン
タ
ー
で
出
席
者
四
十
二
名
、
委
任
状
出
席
八
十
一
名
の
計

百
二
十
三
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
三
浦
平
吉
氏
が
指
名
さ
れ
、
清
水

理
事
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
山
梨
葉
山
町
長
（
代
理
山
本
副
町
長
）
の
祝
辞
に
引
き
続
き
、
事

務
局
よ
り
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
報
告
、
及
び
決
算
報
告
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
又
、

川
俣
監
事
よ
り
決
算
書
に
問
題
は
な
い
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。
次
に
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
役
員
に
つ
い
て
候
補
者
が
紹
介
さ
れ
、

質
疑
応
答
の
後
、
提
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
報
告
事
項
と
し
て
「
平
成
二
十
八
年
度

事
業
計
画
、
及
び
予
算
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
総
会
後
に
開
か
れ
た
理
事
会
に
よ
り
、
理
事
長
と
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
が
互

選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
理事   福元 嘉津巳 葉山町町内会連合会      重任 
理事   荒井 武男  葉山町民生委員児童委員協議会 重任 
理事   石井 宏一  葉山町商工会         重任 
理事   加藤 智史  葉山町社会福祉協議会     重任 
理事   仲野 美幸  葉山町福祉部長        重任 
副理事長 明吉 巌   センター正会員        重任 
理事   木戸 昭雄  センター正会員        重任 
理事長  清水 博   センター正会員        重任 
理事   高梨 迪明  センター正会員        重任 
常務理事 千々松 健  センター正会員        重任 
理事   安西 義雄  センター正会員        新任 
理事   松本 修   センター正会員        新任 
監事   中川 禎久  葉山町福祉課長        新任 
監事   西 直    センター正会員        新任 
 

清
水
理
事
長
挨
拶 

（
効
率
の
良
い
仕
事 

 

会
員
の
増
員 

 

安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
組
み
） 

総
会
に
出
席
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、
日
頃
よ
り
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
は
受
注
件
数
が
増
加
し
、
植
栽
の
仕
事
も
利
用
者
の
依
頼
を
消
化
し

き
れ
な
い
状
況
で
す
。
葉
山
町
の
人
口
三
万
人
を
考
慮
す
る
と
二
百
名
位
の
会
員
は
必
要

で
あ
り
会
員
増
加
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
又
、
駐
車
場
の
管
理
の
仕
事
は
ピ
ー

ク
時
と
閑
散
期
と
の
差
が
激
し
い
の
が
現
状
で
す
。
ピ
ー
ク
時
と
閑
散
時
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

平
準
化
す
る
と
同
時
に
、
世
阿
弥
の
花
伝
書
に
「
上
手
は
下
手
の
手
本
、
下
手
は
上
手
の

手
本
、
工
夫
す
べ
し
。
下
手
の
良
き
と
こ
ろ
を
と
り
て
、
上
手
の
も
の
数
に
い
る
る
こ
と
、

無
常
至
極
の
理
（
こ
と
わ
り
）
な
り
、
人
の
悪
（
わ
ろ
）
き
と
こ
ろ
を
み
る
だ
に
も
、
我

が
手
本
な
り
、
い
わ
ん
や
よ
き
と
こ
ろ
を
や
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
え
を
か
み
し
め
て
、

関
係
し
て
い
る
人
達
が
日
々
工
夫
し
効
率
の
良
い
仕
事
を
お
願
い
し
ま
す
。
昨
年
は
植
栽

部
門
で
依
頼
者
の
信
頼
を
損
ね
る
大
変
残
念
な
事
象
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
を

再
び
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
為
に
は
罰
則
規
定
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ル

バ
ー
の
会
員
は
一
人
一
人
が
事
業
主
で
す
。
い
わ
ゆ
る
一
人
親
方
で
す
。
依
頼
者
と
の
信

頼
関
係
が
な
く
て
は
就
労
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
信

用
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

次
に
適
正
、
安
全
な
就
労
へ
の
取
り
組
み

で
す
。
全
国
的
に
シ
ル
バ
ー
人
材
の
通
勤
時

の
事
故
、
就
労
時
の
事
故
は
増
加
し
て
い
ま

す
。 今

年
度
は
安
全
適
正
就
業
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
、
各
職
場
を
委
員
が
訪
問
し
、
正

し
い
作
業
、
安
全
面
で
の
ル
ー
ル
が
遵
守
さ

れ
て
い
る
か
等
を
確
認
し
、
安
全
就
業
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

新役員の方々、よろしくお願いいたします。敬称略 順不同 



 

 

                                

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

　平成27年度事業報告
27年度 前年度比

　受託件数 2,031件　 102%
　（内訳） 植栽作業 1,636件　

管理作業 120件　
一般作業 157件　
その他 118件　

　受託金額 95,776,240円　 99%
　（内訳） 植栽作業 69,243,135円　

管理作業 20,302,151円　
一般作業 3,043,091円　
その他 3,187,863円　

　会員数 177人　 108%
　（内訳） 女性 36人　

男性 141人　
　就業者数 129人　
　（内訳） 女性 16人　

男性 113人　
　収支報告

110,562,511円　
108,679,830円　
1,882,681円　

収入合計
支出合計
収支残高

（次年度繰越金へ繰り入れ）  

 

平成２８年度事業計画 基本方針 『就業機会の拡大と会員の増強』 

 詳細 ①就業機会の確保及び提供及び会員の増強 （会報の定期発行、ホームページや町広報を活用した広報活動） 

      ②関係行政機関との連携強化 （介護予防、日常生活支援総合事業の担い手を目指した活動） 

      ③安全・適正就業の推進 （安全・適正就業委員会を通じて、安全就業基準の遵守と事故ゼロの実現） 

      ④新規事業の開拓 （就業開拓委員会を通じて、派遣事業への進出を含め新規事業の開拓） 

      ⑤接遇研修の開催 （駐車場管理業務において、サービス向上を目的とした接遇研修を開催） 
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山
梨
葉
山
町
長
（
代
理
山
本
副
町
長
）
祝
辞 

山
梨
町
長
が
公
務
の
為
出
席
で
き
ま
せ
ん
の
で
代
わ
り
に
ご
挨
拶
致
し
ま
す
。 

本
日
は
一
般
社
団
法
人
葉
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
平
成
二
十
八
年
度
の
総
会
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
葉
山
町
の
高
齢
者
諸
施
策
に
ご
協
力
を
頂
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
、
運
営
面
で
色
々
と
ご
苦

労
が
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
生
涯
現
役
を
合
言
葉
に
高
齢
者
に
対
す
る
就
労
機

会
の
提
供
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

こ
ら
れ
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
葉
山
町
の
高
齢
化
率
は
五
月
一
日
現
在
で

三
十
・
四
％
と
県
下
で
も
高
い
数
値
で
す
が
介
護
保
険
の
要
介
護
率
は
県
平
均
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
元
気
で
活
躍
し
て
い
る
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
葉
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
支
え
る
地
域
の
中
核
的
な

組
織
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
葉
山
町
は
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
伴
い
、
新
総
合
事
業
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
既
存
の
介
護
事
業
所
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
の
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
面
で
も
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
発
展

と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
本
日
は
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 



 

 

 

                                

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

電話でお金を要求する 

        息子はサギ ！？ 

 

●  携帯電話の番号が変わった ！ 

●  会社のお金を使い込んだ ！ 

●  かばんを無くした ！ 

  等の電話が来たら 

本当の息子（孫）かしら！？  と 疑って下さい！ 

     また、役場の職員を名乗る者からの 「還付金（給付金）があります」  

           という電話は要注意！ ニセ職員かも知れません 

不審な電話があったときは下記に連絡して下さい 

葉山警察署生活安全課  

０４６－８７６－０１１０ 
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振り込め詐欺急増中 

 
 

はやまらないで  

 まずは息子に確認して確かめて 

最も狙われているのは 70代、80代の女性 

被害者の９４％が 60 歳以上 女性はそ

の内７６％ 被害の 86％が平日です 

被害の８６％が平日です 

！ 



創
刊
号
で
は
岬
（
長

者
ヶ
崎
）
の
秘
話
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、

今

回
は

そ
の

２
と
し

て

「
長
者
ヶ
崎
の
名
の
由

来
」
に
目
を
向
け
ま
し

た
。
長
者
ヶ
崎
の
名
が

付
い
た
の
は
明
治
以
降
、

あ
る

作
家

の

雑
誌

掲
載

に

岬
の

名
を

長

蛇
か

ら
、

長

者
へ

と
変

え

た
こ

と
が

、

発
端

と
さ

れ

て
い

ま
す

。

そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
、

三
浦
大
介
の
招

き

で

芦
名
三
郎
が
源

頼

朝

の
お
伴
を
し
た
際
に
、

長
者
ヶ
崎
に
立
ち
寄
り
、

昔
、
こ
こ
に
は
、
長

者
と
い
う
人
物
が
い
た

事
を
話
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
た
と
書
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
郷
土
誌

葉
山
（
下
山
口
編
）
か

ら
の
引
用
し
た
も
の
で

し
た
が
、
長
者
ヶ
崎
に

長
者
な
る
人
物
が
い
た

か
を
郷
土
史
葉
山
を
編

ん
だ
鈴
木
雅
子
氏
に
電

話
で
聞
い
て
み
ま
し
た
。

古
文
書
に
は
「
長
者
」

の
記
述
は
あ
る
が
、
ど

ん
な
人
物
で
あ
っ
た
か

は
そ
れ
以
上
の
記
載
は

な
く
、
人
物
特
定
が
で

き
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。筆

者

は

考

え

ま

し

た
。

こ
の

「
長

者
」

な
る

人
物

を
探

す
に

は
時
間
が
か
か
る
と
！
。

そ
れ

よ
り

「
名

の
由

来
」

を
調

べ
る

こ
と

に
し
て
は
・
・
・
。

「

長
者

」
の

出
ど

こ
ろ
は
何
処
な
の
か
？

中
国

か
ら

イ
ン

ド
へ

と
帰

り
、

イ
ン

ダ
ス

文
明

の
発

祥
と

な
る

モ
ヘ

ン
ジ

ョ
ダ

ロ
・

ハ
ラ

ッ
パ

ー
の

遺
跡

ま

で

遡

り

ま

す

。

「
ア

ー
リ

ア
人

」
以

前
の

傑
出

し
た

古
代

文
明

に
端

を
発

し
、

イ

ン
ド

に
は

数
多

い
言

葉
が

残
さ

れ
て

い
っ
た
の
で
す
。

「
長
者
」
の
名
は
多
く
、

説
話
に
も
登
場
し
ま
が
、

経
典
に
「
長
者
窮
子
喩

の
譬
え
」
や
「
祇
園
長

者
」
な
ど
、
更
に
中
国

で
は
仏
教
か
ら
転
じ
て
、

古
典
で
も
使
用
さ
れ
、

社
会
的
地
位
が
あ
り
、

財
産
・
徳
を
備
え
た
人

格
者
を
意
味
す
る
様
に

な
り
ま
す
。
日
本
で
は
、

奈
良
時
代
か
ら
、
僧
た

ち
が
、
中
国
に
渡
り
経

典
を
持
ち
帰
り
、
漢
字

の
重
用
が
お
こ
な
わ
れ
、

日
常
用
語
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
「
旦
那
」

な
ど
も
そ
う
で
す
。
奈

良
県
に
伝
わ
る
『
わ
ら

し
べ
長
者
』
の
よ
う
に

日
本
版
譬
え
話
も
影
響

を
受
け
て
い
る
よ
う
で

す
。筆

者
は
「
長
者
」
と

い
う
名
が
好
き
で
す
が
、

そ
れ
は
、
聞
こ
え
の
良

い
名
で
あ
る
為
、
多
く

用
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

「
長
者
番
付
・
家
長
・

社
長
・
組
合
長
・
班
長
・

駅
長
・
町
内
会
長
・
長

男
・
理
事
長
・
船
長
・

事
務
局
長
・
ネ
イ
テ
ブ

ア
メ
リ
カ
ン
の
「
長
老
」

等
々
。
「
長
」
「
お
さ
」

の
つ
く
名
は
多
く
存
在

し
ま
す
。
一
族
を
統
率

し
、
代
表
者
の
意
味
や

富
裕
層
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

語
源

は
イ

ン
ド

語

（
梵
語
）
で
あ
る
サ
ン

ス
ク
リ

ッ
ト

語
で

、

「
グ
リ
ハ
・
パ
テ
ィ
」

（griha-pati

）
か
ら
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
資

産
者
、
長
者
と
訳
し
、

い
ず
れ
も
社
会
的
な
身

分
と
し
て
認
め
ら
れ
た

名
称
で
す
。
「
シ
ュ
レ
ー

シ
ュ
テ
ィ
ン
」
は
商
人

代
表
と
か
同
業
組
合
の

組
合
長
の
意
味
を
も
ち
、

「
グ
リ
ハ
・
パ
テ
ィ
」

は
居
士(

こ
じ)

と
も
漢

訳
さ
れ
、
年
齢
や
徳
行

の
長
じ
た
者
と
理
解
さ

れ
、
日
本
で
は
、
長
老

耆
宿(

ぎ
し
ゅ
く)

の
意

味
に
用
い
ら
れ
た
と
。

狩
人
民
族
か
ら
農
耕
民

族
へ
と
変
化
し
、
組
織

化
さ
れ
て
い
く
中
で
、

人
間
関
係
の
代
表
作
と

し
て
「
長
者
」
の
名
が

生
ま
れ
て
い
く
事
に
な

り
ま
す
。

「
長
者
」
の
名
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
葉

山
に
は
、
昔
（
鎌
倉
時

代
）
か
ら
、
な
じ
み
の

あ
る
名
と
し
て
、
名
に

相
応
し
い
人
が
多
く
、

集
っ
て
き
た
と
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。

少
し
、
穿
っ
た
言
い

方
に

な
り

ま
す

が
、

「
は
っ
ぴ
ー
シ
ル
バ
ー
」

は
就
労
の
素
晴
ら
し
さ

を
作
っ
て
い
ま
す
ね
。

「
さ
ー
今
日
も
働
こ
う
！
」

清
々
し
く
、
楽
し
く
生

き
る
姿
が
、
周
辺
か
ら

自
然
と
期
待
の
念
が
、

寄
せ
ら
れ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
読
ん
だ
、

吉
川
英
二
の
「
宮
本
武

蔵
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
、

傍
若
無
人
な
若
い
武
蔵

（
た
け
ぞ
う
）
が
城
の

最
上
階
に
幽
閉
さ
れ
て

い
た
時
、
「
武
蔵
、
武

蔵
」
と
過
去
の
怨
霊
か

ら
叱
咤
さ
れ
、
先
祖
が

滅
亡

し
た

事
に

触
れ

「
英

知

の

輝

き

、

英

知
の

輝
き

を
、

お
前

が
・

・
・

」
と

投
げ

か
け

る
シ

ー
ン

が
あ

り
ま

し
た

。
吉

川
英

二
は
何
を
言
い
た
か
っ

た
の

か
は

、
想

像
の

域
を

で
ま

せ
ん

が
、

一
族

の
運

命
は

「
長

者
」

の
英

知
の

輝
き

で
、

護
ら

れ
る

と
言

い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

完
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「
長
者
」
名
の
由
来

「
長
者
」
の

名
を
使
う
場
所

は
全
国
で
ど
の

く
ら
い
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

ネ
ッ
ト
で
検
索

し
て
も
か
な
り

あ
り
ま
す
。
県

で
言
え
ば
秋
田

県
が
一
番
多
い

と
か
？
県
人
曰

く
、
好
ま
れ
る

名

前

と

し

て

「
長
者
」
の
名

を
フ
ル
に
利
用

し
た
よ
う
で
す
。

ネ
ッ
ト
利
用
者

の

投

稿

に

は

「
意
味
も
分
か

ら
ず
、
や
た
ら

と
使
っ
た
」
と

い
う
記
事
も
あ

り

ま

し

た

が

「

長

者

町

」

「
長
者
山
」
等
々
。

九
州
の
大
分
に

は
長
者
の
伝
承

も
あ
り
、
ど
ち

ら
に
し
て
も
魅

力
の
あ
る
名
前

な
の
で
す

ね
。
誰
で

も
が
、
長

者
で
あ
り

た
い
と
思

う
訳
で
す
。

日
本
に
は
ど
れ
だ
け
有
る
か
？

最
初
の
長
者
は
？

語

源
は
？

意
味
す
る
と
こ
ろ

征夷大将軍 源頼朝

ど
こ
か
ら

高田順一郎丸



葉山町商工会共同店舗 ≑ 南郷地区地域交流拠点のことをお聞きしました!

「地域交流拠点・SHOPPING PLAZA HAYAMA STATION」

葉山町商工会 石井事務局長にお聞きしました。

Q 今、話題になっています、地 域交 流拠 点「SHOPPING PLAZA HAYAMA STAT ION」の事に
ついてお聞きしたいのですが。

A この度、４４４通の応募を頂き、「葉山町商工会共同店舗」の公称を
「SHOPPING PLAZA HAYAMA STAT ION」と決定させて戴きまた。交通の便の良い
逗葉新道と三浦半島中央道路の交差する、ポイントに葉山独自の特産品の[地域交流拠点 ]を
設置する運びとなりました。英語の活字にしましたのは、今後の海外旅行客の方を考慮して、
鎌倉駅、逗子駅と並び葉山駅と勘違いすることも有り得ますので、「SHOPPING PLAZA」を
「HAYAMA STAT ION」の前に付けることにより、葉山町と特産品をアピールしたかったのです。

Q 葉山町の総合計画の１つですか？
A 葉山町の都市計画マスタープランではこの地区を 『地域交流拠点 』と位置付けられており、

地域の魅力を高めていく為の拠点にふさわしい土地利用への誘導をめざすとされています。
この計画は以前にもありました。リーマンショックの影響で、タイミングを外さざるを得ません
でしたが,この度は、ようやく実現の運びとなりました。

Q 「STAT ION」には、御食事処みたいな、お店はできますか？
A 食事処的な、お店はありませんが、お買い上げされた方が、食事ができるスペースを設けております。
Q ネット通販などは設置されるのですか？
A ネット通販はしませんが。その代わりにお買いあげ商品を配送できる、便利な宅配機能を設置する

予定です。
Q 来年（２０１７年）は 「葉山町商工会」発足５０周年を迎えるそうですが。
A お陰さまで、葉山の皆さまに半世紀にわたり「葉山町商工会」を活用して頂きました。

次の５０周年の節目の年にあたります。一層「町つくり」に貢献して参りたいと思います。

★ 今後の「葉山町商工会」のご活躍を期待しています。
本日は、お忙しいところ有難うございました。


